
地

球

第
十
三
食

き
れ
て
.
油
川
政
次
郎
､
本
荘
衆
治
郎
･
藤

本
誠

二

石

坂
橘
樹
､
竹

越
三
叉
､
小
野
武
夫
､
;～揃
砿
巌
氏
等
卓
と
し
て
紛
柄
臓
出
家

の
潜
塔
か

ら
和
樹

の
段
代
地
桁
に
開
し
た
膳
血
火
炎
過
稗
を
稗
蒐
せ
ら
れ
た
と

い

ふ
め
が
本
譜

の
日
揮

で
あ
る
O
H
次

は
上
代
､
世
代
'
近
代
聖
二
群
に

わ
か
れ
上
古
に
於
て
は
火
化
以
前
'
火
化
大
安

山
川
制
'
班
関
等
を
ゆ

ぺ
て
拙
戦
位
L1
の
細
網
を
の
ぺ
上
代
戯
代
地
的
.
批
骨
生
肺

の
･.tq
僻
を

し
ろ
し
､
申
-t
に
於

て
ほ
'
批
骨
階
級

や
'
土
鵬
批
法
や
'

土
[
搾
を

の
べ
'
妃
代
に
於
て
は
徳
川
時
代
の
腿
村
､
耕
地
､
凍
法
､
人
口
､
小

作
'
槻
飢
'
米
州
越
甘
地

丁
捧
等
に
及
ぶ
｡
新
着
は
先
弛

む
来
航
に
ょ

っ
て
舶
し
た
ま
で
だ
と
い
っ
て
ゐ
ら
れ

る
が
､
そ
れ
に
し

て
も

こ
1
ま

で
肺
飴
に
ま
と
め
上
げ
る
に
は
付

の
折
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

化
し
火
北
以
前

山
川
制
や
班
川
の
訣
別
に
放
て
は
ま
だ
不
十
分
と
瓜
は

れ
る
節

が
あ
り
､
上
代
の
米

の
牧
碓
高
か
ら
見
た

]
升

の
斑
餌
な
ど
に

っ
い
て
は
評
解
に
こ
れ
と
追

っ
た
意
見
が
あ
る

'
や
が
て
抑
問
か
ら
導

か
れ
る
卦
祉
制
度

へ
の
移
り
担
り
に
つ

い
て
も
､
紀
州
は
十
分

で
な
い

獅
文
中
仲
山
赦
愈
生
新
に
就

て
座

の
研
究
に
肇
が
及
ん
で
ゐ
な
い
幌
が

あ
り
､
城
下
町
の
発
達
な
ど
も
十
分
に
命
じ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
｡
し
か

し
穂
川
仲
代
に
な
っ
て
か
ら
の
記
事
に
は
い
ろ
～
1
数
え
ら
る
1
伊
が

多

い
'
何
れ
に
し
て
も
射
版
四
甘
四
十
五
胡

り
妙
子
で
あ
る
抄
に
問
題

は
脱
.S
で
あ
る
､
紀
明
の
足
ら
ぬ
の
も
致
方

が
な
い
と
考

(
る
O

評
帝
は
こ
れ
を
以
て
本
省

の
飲
料
で
あ
る
と
は
し
な
い
､
寧
ろ
か
う

し
た
か
河
に
挫
恋
を
･E
け
ら
れ
た
新
教
の
努
力
を
多
と
し
人
文
地
跳
拳

を
研
究
す
る
人
に

T
紙
を
す
1
め
る
｡
託
し
日
本

の
人
文
地
靴
を
鮪
で

第
三
班

Tf]1六

六
六

る
人
は
､

T
泊
り
我
虚
比

の
放
血
過
程
を

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考

へ
る

か
ら
で
あ
る
､
政
後
に
妃
的
古
今
番
悦
か
ら
出
た
本

の
中
で
､-
最
も
阿

山
-
誼
ま
れ
る
本

の
7
つ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た

い
｡
(藤

刑
)
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O
島

部

峡
谷

の

幽

勝

(
口

玲

解

警

口

折

節

扇

は
,
米
銀
釣
山

と共
南
渡
に
於

て
紳
紙
に
臨
め
る
新
鋭
釣
(
t
名
釧
翻
)
氾
滋
場
で
､
東

銀
釣
山
は
鍍
状
を
兆
し
､
耕
翠
滴
る
が
如
き
美
し
い
山
で
'
大
部
分
･3

色
棚
状

の
石
衣
･:
有
か
ら
成
-
'
組
鹿
也
附
妃
か
ら
晩
秋
紅
楽

の
弟
紬
は

炭
に
細
紺

の
銘
に
背

か
な
い
｡
-
節
こ
脚
は
期
荻
川
に
来
せ
る
日
本
永
力

穏
範
枕
式
愈
札

の
跡
曳
水
路
橋

で
､
近
-
脱
ゆ
る
は
同
赦
専
用
軌
道

の

蛾
橋
で
あ
る

､
水
路
橋
は
､
河
耐
上
二
三
〇
尺
'
維
周
的

1
三
凹
尺
､

蛾
筋
批
凝
土
批
楠
で
'
水
路
を
縮
し
氷
り
た
る
過
剰
水
を
放
流
す
る

の

で
あ
る
が
､
周
周

り
絶
食
に
史
に
小
ナ
イ
ア
か
ラ

bl
批
炎
洩
加

(
た
も

の
で
舷
梯
止
を
砥
部
で
池
池
す
る
岬
､
許
も
其
英
親
を
噴
貿
せ
ぬ
も
の

は

無
い

｡

0

年

安

北
濃
寧
連
部
の
大
鹿
乳
渦
線
龍
窟

｢朝
鮮
｣
二
月

離
断
城
東
岱

三
氏
の
記

邸
に
よ
る

と
此
火
紐

乳
洞
の状
況

は
次
の
加
-

で
あ
る
.
婿
は
等
速
郡
龍
山
折
尖
鶴
孤
に
凍
り
'
球
助
E
h.
山
南
光
三
十

僚
町

の
龍
円
山

の
簡
裁
梅
改
甘
十
米
に
綱
目
が
あ
る
｡
洞
口
は
高

さ

T

米
中
桁
三
栄
中

の
栢
脚
形
を
な
し
て
ゐ
る
U
地
質
は
式
･=石
を
介
在
す
る

敷
武
奥
陶
紀

の
石
淡
紫
で
あ
る
.
本
桐
に
は

文
洞
が
多

い
が
枠
洞

の
金



長
千
川
.～;
六
十
Jru
釆
あ
-
､
枠
桐
に
就

て
述
べ
る
と
洞
日
か
ら
粥
に
向

ふ
こ
と
八
十
米
で
八
付
倣
坪
も
あ
る
騰
大
な
批
心
綱
に
接
し
､

こ
こ
か

ら
伯
方
に
ま
が
り
.
紘
乳
洞
'
平
均
も
触
典
場
を
級
て
､
綱
目
か
ら
凹

甘
二
十
栄
で
天
非
が
低
-
な
っ
て
州
側
す
る
こ
と
四
十
瀬
で
､

こ
･T
か

ら
火
に
向
ひ
左
手
の
凹
五
十
蛭

の
昆
を
下
る
こ
と
三
十
栄
､
叉
三
十
米

倣
上
る
と
甘
坪
槌
の
平
坦
な
蛸
痛
洞
に
入
る
｡
洞
氷

の
洞
既
に
接
し
た

虚
に
は
符
さ
故
寸
の
窮
グ
ア
ノ
が
堆
純
し
て
ゐ
る
｡
次
で
成
俳
軸
を
上

下
す
る
と
綱
目
か
ら
六
甘
九
十
来
迎
で
砕
辺
は
忠
に
左
抑
し
て
北
米
に

向

つ
て
倍
る
O
六
軒
す
る
や
帝
や
洲
-

T
人
が
通
過
し
柑
る
舵
な
石
瑛

門
に
辻
す
る
O
之
を
-
L主

と
多

仙
洞
に
道
入
る
｡

こ
こ
は
洞

望
尚
さ

三
十
米
'
洞
舵

の
弼
鶴

f
千
倣
坪

､
川村
蛇
は
好
凪
の
棟
に

別
立
し
､
鉦

乳
石
は
剖
鹿
懸
頚
L
t
石
租
は
無
敗
に
準

止
し
て
周
る
0
獅
子
･:祈
.
加

水
俳
'
十
大
王
､
寂
照
塔
等
は
就
中
火
な
石
租
で
あ
る
D
多
俳
洞
か
ら

坂
を
二
十
栄
下
る
と
龍
淵
洞
と

い
ふ
大
池
が
あ
る
､
長
さ
甘
米
､
桁
光

栄
か
ら
二
十
米
あ
る
｡
地
中
に
は
粘

り
故
骨
が
散
在
し
て
放
る
｡
本
洞

の
菰
き
る
桝
に
猶

T
つ
む
池
が
あ
る
O
共
に
小
船
に
飛
っ
て
渡
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
｡

こ
れ
よ
-
砦

大
桐
､
七
俳
洞
が
あ
る
が
彼
潜
り
洞
解
に
は
紙

の
骨
片
が
散
乱
し
石
衣
鞘
に
包
ま
れ
て
居
る
O
七
俳
洞
か
ら
二
十
米
地

む
と
洞
は
端
然
と
し
て
耐
横
千
四
甘
坪
に
達
す
る
金
剛
洞
に
入
る
､

こ

こ
は
火
非
;試
し

紫
根
雄
大
に
F
沈
織
物
も
数
笛

で
揃
中
節

叫
の
絶
勝

を
な
し
て
ゐ
る
｡
殊

に
南
側
及
北
米
側
の
蛇
に
は
出
色
の
石
衣

撃
が
除

却
状
を
な
し
'
錯

乱
石
と
､
火
石
竹
多
-
､
恥
は
石
火
準
が
畦
を
な
し

て
革
関
に
数
十

り
小
池
が
作
ら
れ
英
数
趣
り
な
い
｡
洞
内
に
は
降
仙
遠

別

琳

愈

剛
体
'
石
塊
､
金
剛
培
t
I
.批
坊
､
仙
硲
将
~
仙
釣
坊
､
淋
既
塔
､

仙

批
轟
等
が
あ
る
｡
愈
剛
洞
か
ら
洗
物
州
を
過
ぎ
速
に
搬
出
洞
に
至
っ

て
給
っ
て
iE
る
｡
嬰
す

る
に
網

の
平
均
幅
は
凹
十
栄
内
外
あ
っ
て
洞

口

か
ら
壮

心
綱
ま
で
は
桃
-
三
凹
栄
に
過
ぎ
な
い
が
壮
心
綱
､
多
俳
洞
及

び
粕
淵
洞
か
ら
金
剛
洞
ま
で
は
牌
-
な
っ
て
灯
米
か
ら
甘
五
十
米

に逮

す
る
｡
高
さ
も
高
低
が
あ
っ
て
政
も
低

い
鹿
は
平
米
位
で
あ
る
が
t
か

の
幅

の
脆

い
鹿
で
埜
向
き
も
高i
-
て
六
七
十
米
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
平
均

竺
向
き
は
二
十
米
内
外
で
あ
る
｡
搾
勝
時
間
は
幹
洞

の
み
で
五
六
時
間

は
か
1
る
｡
洞
内
に
は
到
底
鍾
乳
石
､
石
街
'
石
杜
が
あ
り
'
叉
潤
管

前
と
榊
す
る
石
蟹
状

の
鍾
乳
石
む
あ
る
虚
も
あ
る
L
t
泥
筒
と
い
ふ
粘

土
の
石
切
株

31
も
わ
も
あ
る
し

､
玉
石
も
布
衣
す
る
0

.
-し
っ
洞
内
に
は

州
あ
-
瀧
あ

-
戟
あ
り
断
崖
あ
り
石
次
雄

の
搬
布
批
を
な

す
も
む
階
段

状
を
な
す
も

bq等
が
あ
っ
て

1
渉

7
少
食
粗
を
軸
に
し
誠
に
地
下
金
剛

山
榊
あ
る
も
宜
べ
な
-
1で
あ
る
い
叔
後
に
本
組
乳
洞

り
僻
枚
を
嚇
げ
る

と
節

t
に
洞
の
旋
大
な
こ
と
で
､

井
桁
と
向
き
に
於
て
は
秋
労
洞
や
マ

ム
モ
ス
ケ
ー
ブ
に
侮

っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
｡
解
二
に
鉦
乱
石
及
び
石

切

り
数
達
良
好
な
こ
と
で
前
番
の
良
き
も
わ
は
四
五
栄
に
及
び

､

役
務

は
こ
れ
よ
り
も
火
に
し
て
劫
火

の
も
り
は
十
非
億
に
達
す
る
O
石
札
も

亦
出
征
凶
五
兼
､
高

さ
十
米
に
紀

い
も
り
が
あ
る
〕
大
分
妹

の
凪
迎
鉦

乳
洞
よ

り
も
蜘
乳
石
の
漁
連
が
よ
い
｡
節
三
は
石
衣

難

の
出

漁
に
伴
ほ

れ
て
多
数
の
小
池
が
作
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
｡
第
凹
に
は

動
物
の
退
骨
が

洞
内
に
存
在
す
る
こ
と
で
'
七
俳
洞
及
び
金
剛
洞
に
は
祈

り
池
骨
'
龍

州
洞
及
び
射
光
洞
に
は
熊
の
四
肢
骨
'
脊
柾
'
肋
骨
等
が

あ
り
'
伽
は

ニニ
七

六

七



地

球

節
十
三
啓

瓶
帆
綱

山
水
小
に
は
非
常
に
大
形
の
胡
鮮
烈
熟
の
頭
骨
が
あ
っ
た
0
番

玉
に
は
火
池
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡

0

我

国

に
於

け

る
黄

優

秀

船
秩
父
丸
の
概
要

昭
利
三
%

二
月
六
日
拭
鰭
舶
恥
骨
鮎
に
於
て
池
エ
き
れ

同
四
年
五

月
八

日
逃
水
し

聞
出

舶
併
内
に
於
て
航
姓
中
り
香
粘
'
桝
鰭
'
桑
帖
組
に
用
ふ
る
秩
父

丸
が
氷
る
三
月
十
日
竣
工
を
速
げ
岡
舶
路
に
虚
密
航
と
し
て
美
し
い
番

を
見
せ
る
と
い
ふ
｡
内
水
我
紺
に
於
て
は
共
り
噸
故
に
放
て
は
英
掬
等

の
編
迎
樹
に
此
し
泡
に
劣

っ
て
ゐ
た
が
北
ハ内
部
の
設
他
年
に
就

い
て
は

妃
年
長
兄
の
舶
渉
を
水
し
此
等

一
流
梅
鎚
樹

の
関
に
任
し
て
恥
L
か
ら

ざ
る
北
越
と
な
っ
て
氷
た
O
藁
に
洩
周
丸
逝
水
し
太
平
洋
上
に
共

の
雄

を
飾
っ
て
ゐ
た
が
今
耽
ハ姉
妹
舶
た
る
秩
父
丸
が
共
の
雄
姿
を
或
は
す
と

い
ふ
む
で
､
太
平
洋
航
路
に
於
て
外
尉
舶
K
劣
ら
ざ
る
も
山
と
な
っ
た

其

の
大
智
を
記
職
す
る
｡

t
.
相
磯

会
長
五
八
三
択
三
吋

巾

七
四
呪

旬

探

四
二
択
六
吋

吃
水

二
八
択
六
吋

キ
ー

ル
よ
-
マ
ス
ト
頂
上
迄

の
高
さ

〓
ハ
田
沢

煩
焚
の

大
き
(棺
蜘
形
)

?.;･._‥

胴
..:1･)
.I
.･.･
.Z
,;
賃

吉

い
‥･･

二
p
仰
故

排
水
噸

二
二
'

]J
O
U
噸

絶
域
放

丁
六
､
七

五
〇
醐

第
三
雛

]三
八

六
八

戟
袋
蒐
盈

八
､
0
0
0
噸

三
'
速
力

]
九
節

四
.
機
軸

デ
ィ
ー
ゼ
ル

ヱ

ソ
ヂ
y
t
二
進

資
塙

カ

ニ
O

t
0
0
0
描
力

五
､
施
療
先
負

僻
別
銭

こ
基

盤
思
す
名

各
尉
間
､
鍍
室
､
趨
且
婁
'
北
壁
小雪

浴
室
､
手
荷
物
室
付

叫
等

丁
入
室
､
二
人
室
'
三
人
寅
t
pq
入
室
等

七
七
窒

定
且

T
八
二
名

苑
地

f
額
二
等
錐
用
二
人
力
至
三
人
窒

丁
七
重

二
等

三
十
室

E
四
六
名

望
等

五
〇
〇
名

山ハ
'
重
な
る
焼

串
設
備

1
辱
客
用

放
火
な
る
迎
渉
甲
板
､
嗣
省
塞
'
靴
交
翁
､
恕
廊
'
喫
蛾
室
'
ベ
ラ

ン
ダ
･
カ
フ
ェ
ー
､
日
本
煉
放
'
小
鬼
赴
戯
寅
､
大
食
堂
'
個
人
宴

食
塩
'
火
水
泳
場
､
宗
内
巡
剃
場

二
等
解
用

進
捗
場
'
批
安
室
'
喫
旭
室
､
ベ
ラ
ン

ダ
･
カ
フ
ェ
ー
､
火
食
堂
串

三
年
客
用

遊
沙
場
'

喫蛸
宣
､
前
後
部
火
食
盟
'
日
本
沿
場
'
容
妥
ま4
凹
人
乃

至
十
大
<
部
樋
に
柘
凱

北
ハ

仙



封
紙
､
倣
友
鈍
行
的
蝦
桝
､

叩
泣
寅
及
触
叩
人
染
容
･:%
.､
診
師
宣
及
鵬

笠
､
筒
討
究
粗
宴
､
北
1.他
各

淡
谷
印
税
に
火

エ
ソ
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

及
嬢
谷
川

エ
レ
ベ
ー
タ
I
､
各
賞
榊仙
許
'
バ
ン
カ

ル
-
プ
ル

式
池
凪

岐

路
駄
放
､
日
本

､
支

那
､
粥

沖
料
鮎
川
火
脚

好
､

洗
抑
揚

ヒ
'
蒐
な
る
航
佃
設
備

ジ
ャ
イ
ロ

コ
ン
パ
ス
に
よ
る
日
動
牲
舶
牡
耽
'
無
穏
方
向
托
知
将

グ
リ
ー
ア
ビ
ュ
ー
ス
ク
-
1
シ
､
レ
ン
ヂ
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー

ラ

ン

ゲ
バ

り′
式

船
底
測
椛

儀
､
L
式
サ
ル

ロ
グ

吃
水

測
･妃
粋
､
軸
碓
'
株
順
燈

(打
二
十

溺
燭
光
)

ウ

エ
り
ノ
て
〃
ラ
ゲ
ラ

‥ノ式
筒
働
肘

-
ト
グ
ピ
タ
･i

･E
倒

救

命

艇

二
避
(
軸
碓
肢
位
)

.
デ
ル
ビ
ー
式
火
災
軸
加
稗
､
ラ
ッ
ク
ス
-

〟.
チ
式
約
九
姓
征

火

駆

れ

山
泊
り
で
共

の
評
僻
姓
虻
は
和
洋

の
粋
を
雄
め
貴
報
の
限
り

を
孤
し
た
も
り
で
位
に
晦
上

り
ホ
プ
ル
'
隣
上
ホ
テ
ル
以
上

の
奪
畔
を

地
し
た
も
山
で
あ
る
｡

今
や
仙

非
の
絶

て
bl
カ
は
火
中
沖
に
向

つ
て
雄
印
さ
れ

つ
つ
あ
る
際

に
黙
り
共

む
航
路
に
如
桝
郷
火
な
る
州
別
を
以
て
此

霊
桝
堺

の
塊
柵
に

立

て
ん
と

す
る
諜
L
fl.-I_
妹

の
地
相
で
あ
ら
う
｡
(
吉
川
)

0
!
九

二

八

年

の
世

界

貿

易

完

二
八
年
度
に
放
け
る
他
琳

各
組
の
即
'易
御
大
の如
し
O

醗

大

輪

杜

命

計

山鳩価･〃=日英.∫Ⅷ凹刺並
山
日没支

抱囲

奈

陀本

印

鑑困儲

蝕

丁

耳

裁洲那

凹
'
〇
七
七
訂
ガ
郷

五
'
〇
三

〇

九
､
T
〇
七

五
､
二
三
八

三
'
五

f
九

八
'
七

五
七

鞘

英
領
マ

レ
イ

故

紙

閥

関
税
印
鑑

･iZ

西

端

則

ブ

ラ

ジ

ル

丁

托

佃
阿
聯
邦

‖

シ

T

.I;

'･i
i
卦

喚

地

利

帆JJJ

m

三
'
三
五

F'

二
'
〇
九
五

叫
､
二
二
二

二
二
〇
二

5

:
u

T
二

五
九

1
.
〇
七
九

八
七
五

八
七
六

六

六

二

六九
九
(
顔

)

桝

八
六

五

七
三

三
八
九

五
叫

丁

凹
五
八

四
桝

7

捌
三
凹

二
六

丁

凹
九
〇

四
二

八
(-至
心
)

門
川
七

三
ヒ
ヒ

二

､七
丁
九

二
､O
T
三

二
三
五
〇

7'〇
六
六

TP二
〇
六

七

･'LJ川

七
九
九

九
八
七

八
三
八

六
六
〇

六

､0
七

O

四

二
.〇
八

二

､五
七
二

二

㌧二
六
八

二
二

T
七

I
.九
二
三

7
､八
七
八

T
.八
六
二

T
.七
7
凹

1
㌧三
二
三

≡

凹
(
鶴

撃

三

三

四
七
四

九
六
〇

六

丁
七

Tt
T
九

〇

六
三
六

T
,〇
二
五

四
〇
七

凹

二
二

四
七
旭

川
叫
二

四

五
二

三
三
五

三

f
三

t九
重

三

1
0

二
八

7

九

【
八

八
八
〇

九

丁
五

八
四
六

八

一
三

八
二
五

七
四

〓
】聖
七
)

七
五
七

人ハ
:rTIJ
八

冗



地

球

キ

ユ

バ

二

～
二

兜

蘭

二
八
〇

境

及

二
四
八

メ
キ
シ
コ

fr
七
八

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
こ

!
三

ル
ー

マ
ニ
ア

f
九
六

ノ
ー
か
ウ
ニ
-

二
六
八

ト

ル

コ

ハ
ソ
か
-

1

勧

利

セ
イ
ロ

′

茶

筒

ア
ル
'･,7)
エ
-
十

ブ
イ
-
ツ

ピ

ソ

ギ
>

シ
ャ

ユ
ー

ゴ
ー
ス

ラ
グ

イ

セ

伽
偽
印
庇

支
那

r]
ロ
ン
ビ
ヤ

ウ
ル
グ
ア
イ

ペ

ル

シ
ャ

シ

ャ

i

ぺ

1..

-

沖

ル

-
が

か

二
〇
六

f
四
二

【
四
六

二
〇
二

E
八
三

二
二
五

丁
六
二

丁
三
八

T
〇
六

(
]空
七)

T
二
六
九
四
六
三
七
五
八
〇

7
二

〇
(
一也山水
)

二
七
八

二

t
八

二
七
五

ニ
九
大

二
六
三

t
六
糊

L
七
九

t
凹
三

二
三
八

丁
三
七

【
五
七

丁
五
二

E
五
〇
八
二

I
1
f71

7
二
三

(妄

f七)

l
二
四

T
O
1

八
六
九
七

丁
五
二

第
十
三
脊

凹
九
〇

四
九

八

五
二
三

四
七
四

四
七
六

三
六
〇

凹
凹

七

三
四
九

三
八
〇

二
八
三

三
五
九

r:..
.r二
五

二
八
五

二
四

四

二

五

～

二
二
八

二
四
八

【
九
五

丁
四
九

一
七
二

二
三
二

i.
五
七
(
]九
二
火)

第
三
班

三
〇

七
〇

話
の
式
に
よ
れ
ば
批
非
斑
易
上
の
m
倣
は
節

1
栄
囲
､
第
二
英
本
閥

第
三
ド
イ
ツ
､
節
凹
フ
ラ
ン
ス
'
第
五
カ
ナ
ダ
､
節
六
日
本
'
弟
七
光

銃
印
度
､
第
八
伊
大
利
､
弟

九

州
瀞
､
第

7
0
ア
ル
セ
ン
チ
ン
と
な
る

何
と
い
っ
て
も
共
周
銘
を
食
す
れ
ば
英
組
が
節
丁
位
に
な
る
､
欺
洲
諸

掛

の
合
計
は
仙
大
陸
に
優
り

'
平
均
し
て
逝
渉
の
傾
向
に
あ
る
､
日
本

は
以
前
に
比
べ
て
粗
放
易

餌
が
悲
し
-
減
少
し
て
ゐ
る
｡
之
に
成
し
て

籾
逸
､
ア
ル
3J
y
チ
ン
､
オ
ラ

ン
ダ
'

ベ
ル
ギ
ー
笹
は
将
加

の
勢
を
し

め
す
'
来
し
撒
洲
の
内
に
旦
肉
親
な
産
業
図

㌧
狗
'俳
'
共
､
白
と
低
位

に
し
て
脱
料
供
給
樹
デ
ン
マ
ー
ク
t
P
シ
ャ
､
パ
ル
チ
ッ
〃
悔
梓
等

が

あ
る
け
れ
ど
も
､
和
し

て
他
大
陸
に
封
し
て
供
給
的

で
あ
る
よ
り
も
:=Ld

癖

で
あ
る
が
､
北
米
諸
相
は
術
婆
潜
た
る
よ
り
も
供
給
額
で
あ
る
'
ア

ジ
十
も
亦
他
界

(
の
原
料
供
給
組
で
あ
っ
て
､
特
に
日
本
及
支
那
の
生

糸
'
印
度

の
綿
花
､
発
航
､
㈲
朗
印
鑑

の
ゴ
ム
､
更
に
支
那

の
大
玉
と

北
東

品
は
著
例
で
あ
る
'
南
米
は
臓
洲

(
の
股

料
供
給
地
で
あ
る
と
-iJ

る
ぺ
-
放
洲
は
そ
の
生
産
物

の
辞
輿
は
少

い
O
ア
7
-
カ
は
組
物
及
鹿

庶
物
を
輸
出
す
る
'
大
磯
彼
班
に
十
年
､
柵
非
の
貿

易
は
之
を
賊
前

に

比
し
て
欧
に

7
割
二
分
力
室
三
分
を
相
加
し
た

こ
と
は
性
窓
す
べ
き
邸

班

で
あ
ら
う
｡

○
極

寛

の
米

穀

米

の
装

芸

LIId=
に
つ
い
て
墓

ー蒜

讐

支

部に
関
す
る
統
計
の
揺
る
べ
き
も
り
な
き
を
以
て
概
井
に
よ
る
外
な
き

が
'
今
伯
に
支
部
の
地
産
高
を
北
低
三
倍
乃
至
四
億
キ
ン
タ
ル
兄
常
と

す
れ
ば
北
非

の
粗
放
出
産
緋
は
約
十
倍
二
千
拭
キ
ン
グ
ル
と

な
り
､
恰

も
佃
非
小
奔
出
床
高

の
約
十

一
位
乃
茸
十
二
位
キ
ン
グ
ル

に
妊
づ
-
O



米
穀
和
也
は
白
秋
仙催
伸
の
如
何
に
支
配
さ
る

桝ゝ多
-
他
の
刊
拘
村
松

と
は
著
し
-
2iJな
れ
る
榔
微
を
和
せ
る
は
川

知
bJl郎
兜

で
あ
る
が
､
之

を
小
穿
市
場
に
比
し
て
地
域
的
に
著
し
-
制
限
さ
れ
る

'
即
ち
北
づ
餌

T
に
其
桝
作
法
が
塊
約
的
な
る
触
発
'
米
は
小
歩
に
比
し
二
分

7
以
下

の
:Lm
稗
を
以
て
.
約
同
丑

の
収
櫨
を
堪
げ
う
る
か
ら
､
小
歩
の
世
弗
作

付
反
別
が

】
位
入
官
F
ib
へ
グ
ダ
ー
以
上
に
適
せ
る
に
､
支
那
及
印
度
支

那
の
7
部
川
井
地
方
を
除
外
し
て
他
罪
水
田
河
栂
は
約
五
千
四
百
璃

ヘ

ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
｡

洞
も
北
ハ九
割
八
分
は
耗
火
に
占
め
ら
れ
'
総
て
苑
虫
床
高

の
約
九
割

七
分
は
細
末
の
出
産
で
あ
る
'
次
に
支
那
､
印
鑑
支
那
'
英
領
印
鑑
'

馬
水
練
偽
'
日
本
を
含
む
那
詐
米
産
樹
と
見
飽
き
る
1
地
域
内
に
於
て

も
米
作
は
日
本
及
満
州

の
叫
部
を
例
外
と
し
､
他
は
火
拭
赤
誠
と
北
総

三
十
度
と
の
問
が
米
作
に
救
過
の
地
方
､
主
と
し
て
季
節
風
の
怒
ら
す

降
雨
山
形
尊
を
う
-
る
地
に
限
ら
れ
､
胎

こ
の
限
ら
れ
た
地
域
内
で
更

に
水
川
に
苑
も
必
嬰
な
樵
件
を
有
す
る
叶
研
地
に
塊
中
す
る
O
即
ち
紅

河
メ
コ
ン
り
耐
河
t
か
ン
デ
ス
'
ブ
ラ

マ
プ
ト
ラ
'
イ
ラ
ワ
ヂ

緒
河

の

デ
ル
タ
が
主
産
地
と
な
る

､

於
印
盤
及
温
柾
の
平
原
も
同
株

で

あ
る
､

此

琴

平
脱
の
桝
作
法
は
牲
水
し
た
笛
降
で
常
を
し
た
て
之
を
永
均
に
路

析
す
る
の
で
あ
る
｡

臓
洲
と
北
米
の
姶
ど
全
人
口
(
六
億
四
千
前
人
)
及
四
部
ア
.I,h
十
､
駿

洲

の
T
部
に
及
ぶ
小
番
叉
は
祉
沓
常
食
新
教
と
､
非
常
食
解
放

(
八
億

五
千
鶴
人
)
と

の
榊
に
此
椴
を
拭
み
や
う
と
す
る
り
は
触
益
で
あ
る
､

餌
食
舶
洋
練
閥

の
内
に
は
･:;u
際
上
米
が
共
食
相
の
根
城
を
施
す
地
方
と

鞭

紺

堺
に
祁
瓜
的
力
寅

7
秤

の
賛
搾
食
榊
と
し
て
上
紙
坐
前
額
の
榊
に
の
み

消
光
せ
ら
れ
､
之
を
常
食
と
す
る
こ
と
が

叫
稀

の
川
北
を
表
徴
し
､
或

は
文
明

の
庇
を
綿
る
も
わ
と
せ
ら
る
1
が
如
き
地
方
と
が
あ
っ
て
､
弼

者
の
糊
に
可
な
り
の
苑
が
認
め
ら
れ
る
､
綬
教

の
例
は
支
那
北
部
地
方

叉
は
印
度

の
或
地

方
に
存
す
る
､
路
し
米

の
銀
座
脚
朝
共
に
火
な
る
地

方

り
米
の
主
嬰
食
と
し
て
の
役
目
は
パ
ン
を
甘
食
と
す
る
諦
掛

り
小
変

叉
は
棚
番

の
役
目
に
比
校
す
れ
ば
似
る
蕊
火
で
あ
る
'
此
額

の
栄
食
川

で
は
人
粕
粒
食

竺
二
分

7
は
米
に
依
て
占
め
ら
れ
'
両
も
北
ハ割
合
は
温

抑
叉
は
姦
潜
の
如
き
紺
は
二
分

t
以
上
に
蹴
る
.

右
の
端
米
は
印
鑑
支
那
の
T
家
族

む
家
計
bT
米
り
別
命
と
俳
棚
田
の

T
家
族

の
家
計
の
パ
ン
の
制
令
と
を
比
較
す
れ
ば

T
暦
明
瞭
で
あ
っ
て

即
ち
嗣
帝
が
七
割
五
分

な
る
に
封
し
､
後
額
は
雌
に
五
分
で
あ
る
に
過

ぎ
な
い
｡

き
れ
ば
米

の
大
生
産
開
放
脚
戟
凶
は
共
に
米
の
乾

F
耕
作
国
と
す
る

の
傾
向
を
有
し
､
総
て
允
づ
第

叫
に
共
生
産
地
･E
他
が
共
政
経
筒

の
施

嬰
な
る
郡
介
を
脚
光
す
る
約
兆
'
米

の
開
陳
貿
易
は
小
参
に
此
す
れ
ば

虫
垂
尚
の
7
少
部
分

の
み
に
付
て
行
は
る
ゝ
に
過
ぎ
な
い
｡
今
脚
際
統

計
年
鑑
に
ょ
る

1
九

7
三
年
及

1
九
二
六
年

の
主
要
米
脚
数
閥

の
人
口

と

7
九
二
五
坤
の
粗
放
産
高
と
を
封
比
す
れ
ば
左
の
如
で
あ
る
｡

1
九

f
TTT年

丁
九
二
六
年

r
九
二
五
年

の
粗
商

#
代
印
･.h
f

セ
イ
P
ゾ

日
本

内
地

人

人

キ
ン
ク
〃

三

7
九
'
五
〇
〇

三
二
六
､
五
〇
〇

四
七
五
､0
0

〇

四
'
二
六
二

四
㌧
六

〇
五

二
'
五
〇
〇

五
三
､
三
六
三

六
〇
'
三
五
〇

7
〇
七
'
九

六
四

三

l

七

1



山川
叫
･Lr
一

遍

慣

朝

鮮

印
度
支
那

闘
倒
印
度

粕
峡
捕
民
地

及
瑞
兆
牛
鬼

此

印

窮

迫

縦

令

計

輔
三
へ
二
六
五

1
五
二

七
〇

T
七
t
的

0
0

だ
77Tt
九

二
五

二
'
八

E
三

九
､
四
〇
七

八
へ
三
五
七

四
七
七
'
四
六
二

凹
'
こ
0
0

二
〇
r
ZTZ
五
〇

二
〇
'
七
〇

U

五

1'
三
五
〇

三
'
七
五
〇

7
7
'
六
七

〇

九
､
九
二
〇

蕊

(
四
'
三
七
五

飾
十
三
啓

T
1
.
六
:rS二

二
六
.
七

1
五

五
七
'
六
二
〇

四
七
､
六
五
二

三
'
六
五
五

二
〇
'
七
五
二

川

九
'
四
七
二

か
-
て
人
口
敬
に
比
し
て
'
生
産

の
多

い
英
伽
印
度
'
仰
触
印
庇
､
支

那
戊
温
経
等
が
米
り
愉
川
幽
た
る
資
格
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
｡
お

の
未

に
よ
っ
て
い
づ
こ

に

米
が
不
足
し
い
づ
こ
に
発
が
あ
ま
る
かゞ

わ

か

る

と
瓜
ふ
Q
但
し
支
那
bl
非
鏡
筒
が
統
計
に
表
ば
れ
な
い
む
が
出
合
で
あ

る
｡

0

ウ

オ

ル
ガ

河

の
水

運

ウ
オ
ル
か
河
に
入
る
河
川
支
幼
湖
水

韓は
組
計

-
千
八
十
､
金
轡

f芋

六
甘
十
九
肝
心
糊
に
本
村
に
鑑
接
に

比
ぐ
河
は
左
岸
七
十
七
､
右
樺
五
十
五
､
内
二
十

T
は
汽
舶
航
行
可
髄

で
､
八
は
袋
物
射
り
上
下
可
憐
､
四
十
七
は
横
紙
不
可
能
で
あ
る
'
疲

希
些

E
:は
ツ
ウ
エ
-
よ
り
始
ま
り
･=1
ゥ
エ
-
よ
り
上
流
で
は
セ
リ
汐
ヤ

p
フ
カ
河
に
汽
加
が
あ
る
J'
ウ
オ

ル
ガ
河
と
ネ

グ
何
と
を
始
終
す
る
チ

ク
ウ
イ
ン
ス
カ
ヤ
迎
河
系
は
モ
L=
か
珊
附
妃
に
於
て
レ
オ
ル
か
の
左
方

よ
り
出
る
.
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
至
る
救
出
の
航
路
な

る
も
'
之
を

マ

-
シ
ス
カ
ヤ
越

河
系

に
此

ぺ
る
と
先
払
に
も
人
工
も
共
に
劣
る
｡
祈
嗣

巡
河

系
と
イ
ビ
ン
ス
ク
よ
-
上
紙
の
ゥ
オ
ル
か
河
と
は
､
粥
北
脚

立
.門

節
三
雛

三
二

七
二

舶
骨
拙

め
所
管

で
あ
か
'
ル
イ
ダ
イ
ン
ス
ク
よ
り
下
流
は
ゥ
ォ
ル
か
脚

僚
河
川
汽
加
骨
鮎

の
仰
管
に

鵬
し
て
ゐ
る

｡

こ
の
河
の
括
鼠
あ
る
汽
船
航
行
は
ル
イ
ゲ
イ
y
ス

ク
よ
り
始
ま
る
も

の
で
'
こ
の
砧
か
ら
パ
ル
チ
･_h
ゲ
'
･1TT
梅

(
の
池
路

が
あ
り
'
何
時
に

鋭
超
越

輪
も血
も

舶
舶
修
排

卵
が
あ
る
9

ニ
汐
ニ
ノ
ダ
.n
ロ
ト
竹
は
'
河
口
よ
り
二
三
丁
三
甘
六
十

1
粁
に
放
し

オ
カ
河
が
祉
入
す
る
｡
オ
カ
の
河
鵬
は
ブ
オ
ル
か
河
よ
り
も
焼

い
｡

こ

1
か
ら
下

(
は
叔
火
の
汽
舶
航
行
が
あ
っ
て
'

ア
ス
ト
ラ

ハ
ソ
及
パ
ル

･"
に
揺
す
る
カ

マ
河
口
よ
り
ア
ク
タ
ー
バ
の
初
に
到
る
榊
は

叔

良

の
航

行
帖
で
あ
る
､
ア
ス
ト
ラ
ハ
ソ
か
ら
下
北
は
河
と
云
ふ
よ
り
も
梅

の
感

じ

がす
る
こ
･J
は
凪
が
舶
舶

航

行
に
好
牡
を
舶

(
.
北
風

の
時
は
こ
栄

も
水
的
が
下
る
が
､
南
風
の
櫛
は
水
田
が
非
常
に
高
-
な
る
'
梅
と
の

問
に
伐
洲
が
あ
っ
て
航
軸
が
不
便
で
あ
る
｡

こ
の
河
は
ソ
ダ
イ
エ
ッ
ト
聯
邦

の
樹
拭
鰍
折
上
頼
め
て
認
大
な
低
能

を
し
め
る
､
若
し
其
地
域
の
大
き
放
鰐
の
約
三
分

L
を
し
め
'
住
民

の

数
は
そ
の
約
三
割
七
介
に
避
す
る
か
ら
で
あ
る
0
欧
嫉
全
図

の
水
路
二

十

7
鵜
八
千
肝
の
内
ウ
オ
ル
か
流
系
は
八
鵡
二
千
七
甘
キ
ロ
を
し
め
､

t
溺
八
千
キ
ロ
は
航
行

が
出

氷
る
'
ゲ
オ
ル
か
の
地
除
は

1
九
二
五
年

の
訓
恋
で
は
ソ
ブ
イ

H
タ
ト
金
地

の
汽
船
の
四
割
凶
分
に
越
し
､
非
蒸

範
舶
は
三
割
六
分
を
し
め
る
､
従
っ
て
本
紙
と
打
力
と
カ
マ
聖
二
水
路

は
締
約
上
凍
嬰
な
耽
紀
に
あ
り
､
白
秋
㌫

輸
送
部
が
教
起
し
た
｡
ヴ
オ

ル
か
わ
上
紙
地
方
は
､
エ
就
抑
地
節
､

中
下
枕
は
臆
洗
地
坪

で
あ
る
｡

I_h
ゥ

エ
-
､
ル
イ
ピ
ソ
ス
ク
､
ヤ
ロ
ス
ラ
ウ
-
､

TL
ス
ト
ロ
マ
､
キ
ネ



シ
マ
､

ニ
ー
ウ
ニ
ノ
'T:
T7
m
ド
韓
は
縦
抜
本
内
に
臨
み
､
.F
ス

タ
ブ
は

;p
ス
タ
ダ
河
及
オ
カ
河
に
伐

っ
て
ダ
オ
か
か
河
と
軸
路
す
る
｡

上
紙
工

栄

地

坪

り
う
ち

:iJ
ス
タ
ブ
､
ヤ
ロ
ス
ラ
ウ
-
､

ニ
汐
ニ
ノ
ア
ゴ

ロ
ド
り

三
内
地
伴
内
に
称
す

る
純
拘
､
命
協
加
工
米
韓
か
ら
光
陶
を
迷
-
る
O

そ
の
地
方
に
妹
申
せ
る
人
口

一.
千
九
官
拡
人
､
そ
の
中
五
汀
鵜
人
は
都

脚
に
住
ん
で
'
食
料
晶
'
燃
料
'
紐
築
材
等
を
下
総
か
ら
縮
用
す
る
｡

下
流
地
方
は
殻
伯

の
=3
地

で
F
職
前
は
剰
倍
数
伸
二
官
六
十
航
噸
以
上

を
出
し
た
O
父
牧
諭
'
就
架
､
蘭
鋳
も
行
は
れ
る
O
獅
本
流
は
仙
架
が

盛

で
あ
り
'
下
流
大
岸
に
轍
湖
が
あ
っ
て
､
金
欄
邦
耗
塊

の
約
四
分

7

を
供
給
す
る
｡

上
流

の
支
流
カ

ヤ
､
..･>
エ
ト
ル
か
.
ウ
ノ
'･,b
ヤ
等

の
泊
梓
に
は
牒
富

な
森
林
が
あ
る
｡
叉
カ

マ
及
其
支
流
に
よ
り
て
'
ウ
ラ
ル
に
達
し
軸
物

孤
､
穀
物
､
.(
ダ
ー
を
輸
出
し
'
妃
に
シ
ベ
-
十
か

ら
毅
胸
､
バ
タ
ー

皮
革
､
毛
皮
等

の
原
料
を
輪
川
す
る
｡

両
分
･S
i縦
梓

の
石
油
も
､
亦

叫
邦
は
謂
晦
か
ら
諸
外
国
に
出
る
が
､

そ
の

T
部
は
ア
ス
ト
ラ

ハ
ン
か
ら
本
流
に
よ
っ
て
内
側
市
場
に
入
る
｡

!
八
二
〇
年
初
め
て
汽

舶
が
出
現
し
た
仲
代
以
前
か
ら
'
現
に

こ
の

川
の
舶
越

は
盛
大
で
あ
っ
た
｡

叫
八
五
〇
咋
以
後
ゲ
オ
ル
か
汽
船
食
紅

は
放
速

の
発
達
を
し
た
0
政
利
の
汽
舶

は
曳
船
川
で
あ
り
､
北
ハ迎
袋

は

市
か
つ
た
が
､
淫
に
は
人
力
叉
は
描
カ
に
よ
る
曳
榊
を
耶
超
し
た
｡

7

八
託
川
中
中
に
初
め
て
旗
解
汽
船
サ
tP
レ
･i
が
出
水
た
｡

7
八
六
〇
年

代
に
は
焚
物
汽
舶
が
約
ど
水
流
余
舵
に
克
っ
て
川
に
供
せ
ら
れ
た

O
7

八
八
〇
%
に
は
米
閉
式

の
併
謂
三
階
舶
が
現
は
れ
既
納
を
佐
用
し
た

の

錐

報

で
､
緋
折
上
の
地
渉

を
占
め
､
耐
水
酢
水
を
併
用
し
た
汽
船
を
闘
迩
し

て
し
ま
っ
た
｡

7
九

〇
〇
咋
以
後
線
維
神
米

が
盛
ん
に
な
り
､
デ
ー

3･'

ル
汽
朋
が
川
ひ
ら
れ

る
や
う
に
な
っ
た
'
之
を
テ
プ
ロ
ホ
ド
と
糾

し
て

ゐ
る
Q

)
九

1
八
年
全
部
が
脚
有
と
な
り

]
九
二
三
年
ゲ
オ
ル
か
囲
瞥

河
川
汽
舶
食
紅
な
る
名
田
の
下
に
､
摘

柴
金
光
と
し
て
舶
朗
を
管
迎
す

る
や
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
｡

7
九
二
五
年
税
衣
で
汽
船
千
四
百
二
十

肇

二
十
溺
五
千
七
官
馬
力
'
リ
ダ
イ

エ
ッ
ト
聯
邦
金
牌

の
五
割

五
分
を

有

し
て
ゐ
る
｡

ウ
サ
ル
か
の
航
行
期
間
は
徹
年
六
-
八
月

で
あ
る
け
れ
ど
も
そ
の
輪

茂
丑

は
頗
る
多

い
'

1
九
二
七
年
に

叫
千
七
甘
三
十
蘭
二
千
噸
に
達
し

た
､

こ
れ
で
織
前

の
三
分
二
に
復
し
た

の
で
あ
る
0

0
セ
ル
プ

｡ク
や
ア

ー
ト

｡ス
p
ヴ

エ
ー

ヌ
の
国
名
改
群

ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
グ
イ
問
の

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
王
は
同
相
に
於
け

る
人

秤
的
感
情

に
誠
-
秤

々
な
る
政
軒
を
紹

滅
し
隣

家
統

T
を
拗
ら
ん
拭
め

ク
ー
デ
タ
ー
を
行
ひ
'
デ
グ
竺

ア
ユ
-
ル
の
政
肺
を
樹
立
し
て

T
路
統

T
に
曲
ん
で
ゐ
た
が
'
同
樹

が
碓
氷
行
ひ
氷

っ
た
セ
ル
ビ
ア
人
本
舵
の

中
央
苑
班
主
我
的
行
政
制
庇
は
人
秤
的
隅
板
と
な
っ
て
ゐ
る

こ
と
を
認

め
た

の
と
､
正
式

の
幽
名
と
し
て
ゐ
た
セ
ル
プ
｡
グ
ロ
ア
ー
ト
･
ス
ロ
グ

エ
ー

ヌ
王
閥
な
る
名
桝
は
光
れ
･JJIT,地
に
人
秤
的
差
別
の
粗
食
を
助
長
す

る

威
あ
-
し
て
不
祥
十
月
三
日
閥
名
改
科

の
比
和

が
公
布

さ
れ
た
｡

国
名
改
榊

の
法
枠
は
其
節

丁
健
に
於
て
'
セ
ル
ビ
ア
人
'
グ
ロ
ア
ジ

ア
人
及
ス
ロ
ゾ
ー

ヌ
人

の
樹
家
は
｢
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
グ
イ
L
王
閥

(R
o
y
･

a
u
m
e
d
e
Y
a
uaoo
slavi
.e
)
を
以
て
共

正
式
の
脚
名
と
す
る

こ
と
を
組

二
重

七
三



地

球

節
十
三
馨

尤
し
た
Q

同
帆
は

[
九
二

[
坤

の
誼
仏
に
よ
=
,
三
十
三
の
地
方
に
別
れ
て
ゐ
る

此
れ
即
ち
ソ
ロ
ア
シ
ー
地
か
人
民
の
利
益
を
不
:I'==
に
僅
郎
す
る
も
山
一で

あ
る
と
し
て
ラ

ヂ

ツ
ナ
､

マ
チ
エ
･.h
ク
韓
は
紳
力
之
を
排
擬
し
て
居
た

が
新
法
枠
は
此
鮎
を

も
改
め

て
･E

鮎
の
妨
鼎
､
交
畑
山
聯
紡
状
況
等
専

ら
解
瓶
的
触
準
に
北

い
て
紙
非
を
先
め
新
に
九
個

bl
州
に
分

つ
こ
と
と

し
た
｡
仰

ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
市
は
タ

エ

ム

ノ

及
パ
/
セ
ゲ
オ
と
共
に
之
を
別
個

の
行
政
院

と
な
し
､
之
を
P

r
e
f
e
c
tu

re
d
e
ta
V
ille
d
e

B
e
lg
rad
e

と
糾
し
て
内
渉
大
臣
の
砿
樽

と
す
る

こ
と
及

び

各

州

の

長
骨

を

知

邸
と

す
る

こ
と
'
知
餌
は
内
渉
大
臣
及
終
=ij.火
臣
と
協
読

む
上
紙
し
た
る
捉

鶴
に
お
き
勅
令
を
以
て
之
れ
を
任
命
す
る

こ
と
､
知
額
は
共
州
に
於
て

は
政
府

の
代
表
者
に
し
て

r
椴
的
行
政
拙
を
行
付
す
る
額
兼
を
克
め
て

ゐ
る
O
(紺
際
堺
怖
)
(吉
m
)

0

印

度

教

徒

の
地

震

に

関

す

る

儒

証

印
度
数
瀧
は
今
現
に

髄
紳
龍
王

の
布
衣
を
信
じ
て
居
る
｡
龍
柵
は
印
鑑
数
社
榊
訴
中

の
珊
人

｢
か
ジ
ャ
バ
L

bT
犬
人
中

の
｢
カ
ド
ウ
ル
｣
大
人
が
産
ま
れ
た
静

で
､
そ
れ

-

皆
な

雌

雄

の
糾
兜
と
な
っ
て
伐
る

｡

髄
帥
そ
れ
自
身
は
蛇
で
は
な

-
人
E:1j
と
蛇
と
の
耐
悦
質
を
典
称
す
る
超
人
問

で
､
非
常
に
人
間
を
好

み
.
-時
と
し
て
は
人
間

の
形
態
を
姓
ひ
'
人
間
と
粕
鮒
し
て
同
権
す
る

も
bl
で
あ
る
｡
又
過
等
粘
州
の
任
所
は
地
下
奴
哩

の
地
底
に
｢
パ
ぞ
7
L

と
官
ふ
部
分
が
あ
っ
て
､
そ
の
内

の
粕
野
外

(N
a
菩
a

ta
k
a)
と
首

ふ
仲
で
榔
勢
比
釧
な

き
千
軌

の
粕
仰式

｢
ワ
ス

キ
し
(セ
シ
ャ
と
も
ア
ナ

第
三
故

蓋

榊

七
四

ン

タ
､

ナ
か
と
も
呼
ぶ
)

に
統
御

せ
ら
れ
て
'

文
化
的
敢
骨
組
約
を

作

り

て
潜
る
と
首
ふ
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
髄
王
は
全
能

の
紳
戊
抄
門
天

(
v
ish
n
u
)

の
御
紳
雌
よ
り
州
税
し
た
も
の
で
､

こ
れ
が
地
歴

の
展
原

因
と

な
る
も
の
で
あ
る
O

紳

む
城
郎
た
る
天
授
は
空

範

の
上
に
鎮
ま

っ
て
解
る
.
怨
観
は
火
地

の
上
に
'
火
地
は
梅

の
止
に

､

佃
は
火
砲

山
上
に
､
そ
れ
-

改
段
せ

ら
れ
て
併
る
｡
ま
た

こ
の
大
曲
も
弧
火
な
る
千
頭

の
泡
立
｢
ク
ス
キ
L

の

1
頭
に
依
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
て
居
る
｡
常
代

の
晦

の
底
伐
-
'
叔

下

非
に
住
む
髄
王
｢
ク
ス
キ
L
は
恒
に
世
鼎

の
会
式
丑
を

T
頭
に
て
文

へ
て

併
ら
る

こ
と
ゝ

て
､
時
々
疲
静

の
蛇
め
頭

り
交
番
を
行
は
れ
る
が
'

こ

の
時
に
超

こ
る

鑑
別
が
即
ち
佃
極

り
地
歴
な
る
も
り
で
あ
る
0

田
に
此
の

龍
三
の
耀
局
鱒
は
良
沙
門
天
が
咋

々
四
ケ
月
間

(
ア
サ
ラ

ー

月

｢
五
月
よ
り
七
月
迄

の
間
に
州
常
す
｣

の
桝
十

t
H
よ
り
'
カ
ル

テ
イ

ク
月

｢
九
月
よ
り
十

7
月
迄

の
問
に
祁

償
す
即
ち
印
度

の
雨
季
な

り
｣

り
卯

十

1
日
迄
)
地
底
に
眠
ら
る
･･
峠

の
御
漉
齢

の
役
を
勤
め
る

も
り
と
首
ほ
れ
て
.iE
る
0

附
記

印
･.B
の
甘
省
に
は
太
陰
暦

t
ヶ
月
を
二
分
し
桝
よ
り
盟
に
至

る
榊
を
明
解
何
日
と
梢
し
盟
よ
-
桝
に
坐
る
冊
を
関
何
日
と
糾
す
o

(
S
､
0
)

0
支

那

の

鶏

卵

支
那
は
年

々
数
十
億
侍

,l卵
を
共
俄
叉
は
加
工

して
輸
出
し
､
昨
年
臆

の
輸
出
組
餌
川
千
四
骨

端
鵜
槻
閑
､
邦
食
に
て

六
千
七
甘
鵜
川
､
支
那
醗
出

の
4
%
を

こ
(
鞠
的
晶

の
解
肘
枕
に
位
す

る
の
勢
あ
り
､
内
地
卵
約
六
倍

胡
餌
は
=
本

へ
為
-

;
さ
れ
七
甘
三
十



端
.LP
に
也
し
た
O

鶏
卵
り
苑
地
は
､
江
舵
､
安
御
､
糾
朗
､
山
水
'
湖
北
､
耽
劫
に
し

て
,IL<
引
心
細
係
に
て
奥
地
は
廉
僻
な
る
も
'
上
梅
軒
砲

(
-
れ
ば
偶
格

も
‥HM
い
｡
十
印
刷
料
向
で
は
八
十
五
卦
庇
(卵

丁
千
佃
)
が
1.(
柑
内
外
で

あ
り
､
上
脂
で
九
榊
内
外
､
即

丁
僚

丁
朗
未
満
で
あ
っ
た
が
､
本
春
上

船

で
は
二
鵬
内
外
で
あ
る
｡

碑
偽
で
は
上
梅
よ
り
も

7
割
力
重
五
分
安
で
あ
っ
た
が
､
近
頃
は
縮

給
朋
係
で
止
縦
と
接
近
し
た
｡

淡
郷
の
玉
は
小
粒
で

T
千
倍

で
八
十
五
封
庇
内
外
九
十
封
肱
､
中
正

で
九
十
卦
庇
乃
至
甘
対
比
'
大
玉
甘
五
卦
蛭
乃
至
甘
十
五
卦
･.qy
に
速
す

る
0洪

晶
は
港
だ
多

い
､
瀬
発
出
､
解
凍
栄
は
卵
IE
又
は
卵
封
に
棚
脱
二

分
を
弧
入
し
た
も
の
な
る
が
'
英
断
は

T
九
二
六
中
之
を
人
髄
に
有
賓

な
り
と
し
て
輸
出
.T
非
止
し
た
り
で
な
-
な
っ
た
｡

馳
鞘
と
て
卵
米
に
轍

T
O
%
安
息
香
酸
を
入
れ
た
も
り
は
'
抱
池
に

う
れ
る
､
上
海
州
境
官
斤
三
十

五
耐
乃

至
四
十
附
､
エ
米
川
と
し
て
粗

の
外
に
棚
腕
を
い
れ
た
も
の
が
､
仰
鵬

(
う
れ
る
､
銀
鉱
は
-
ス
リ
ン

7
0
%
卵
群
九
〇
%
を
倣
押
し
た
も
の
を
.大
日
に
銘
か

し
た
も
り
な
る

が
紋
別
あ
り
輸
出
不
振
'
托
鋸
臼
は
卵
白
を
醗
酵
し
て
ア
4
モ
ニ
ヤ
水

丁
五
%
カ
hriH

八
%
を
い
れ
て
乾
し
た
も
む
､

T
九
二
三
年
迄
は
よ
-

繁
れ
た
が
日
下
繁
れ
な
い
､
外
人
.TJ
也
に
糊
槻
淡
紫
臼
が
あ
る
､
E=｡
獣

が
よ
-
て
敬
割
高

い
D

乾
萄
封
は
卵
鞘
を
乾
し
て
粉
末
と
し
た
も
の
､
宵
斤
八
五
両
か
ら
九

緋

報

十
桐
米
蛸
に
愉
目
さ
れ
る
｡
全
卵
を
牝
燥
し
て
､
印
書
塊
状
に
し
た
も

の
は
､
E=｡
質
が
よ
-
て
湖
,%
が
多

い
､
打
斤
二
十
両
内
外
｡

冷
塊
親
日的
と
て
､
攻
卯
を
桝
別
し
て
良
卵
を
破
り
､
之
を
据
押
し
て

全
卵
を
批
食
し
､
之
を
泌
過
し
た
る
の
ち

'
冷
嫌
賞
(
c
O
下
入
皮
)
の

ブ
リ
キ
非
に
て
純
粋
す
る
､
六
時
間

で
駄
-
な
る
､
し
か
し
作
柴
凶
雄

で
あ
る
が
､
凍
統
後
は
○
下
六
､
七
皮
の
冷
瀬
畑
に
入
れ
て
貯

(
る
t

t
等
品
と
こ
等
品
が
あ
る
'

1
噸
五
打
開
乃
立
五
官
五
十
鵬
､

f
何

の

取
引
が
千
噸
力
宝
数
千
噸
に
達
し
､
大
約

7
年
分

の
取
引
を
称
に
行
ひ

三
､
四
､
五
､
六
の
E
I
ヶ
月
間
に
三
分
二
力
糞
四
分
三
を
艇
庫
す
る
､

大
工
場
は

T
E
に
教
官
胡
個
を
破
卵
す
る
'
鋳
口
'
南
京
'
上
梅
､
帝

島
､
天
津
に
十
淑
工
場
が
あ
る
'
上
略
が
中
心
で
'

t
九
二
八
年
に
は

冷
凍
全
卵
､
三
二

二

四
八
六
倍
'
伺
格
八
㌧
六
八
七
､
三
〇
〇
術
に

逮
し
た
'
冷
塊
卵
白
も
六
九

T
.
九
丁

三
両
'
冷
碓
敬
白
も
甘
筒
術
を

輸
糾
し
た
｡

収
納
は
凹
十
坤
的
拘
逸
人
が
は
じ
め
た
が
､
支
那
人
が
之
を
教
造
す

る
や
う
に
な
っ
た
'
し
か
し
乾
蟹
の
方
は
外
人
工
場

の
喚
品
が
よ
い
山

で
､
支
那
魁
は
此
臼
に
な
っ
た
､
冷
城

の
ガ
が
髄
妙
で
あ
る
､
し
か
し

銀
紙
上
林
堅

7捌

竺
産
卵
兆
し
か
仕
部
が
出
水
ぬ
と
い
ふ
不
利
が
あ
る

し
か
も
そ
の
満
額
は
秋
冬

の
快
に
多

い
か
ら
貯
政
が
六
ケ
数

い
紋
瓢
が

あ
る
｡
ae
<-伸
坤
日
本
人

の
頚
粉
塊
迄
が
起

っ
た
け
れ
ど
も
支
那
人
及
外
人
工

場
K
殻
申
し
て
や

ぶ
れ
た

bT
で
､
費
粉
は
日
下
釆
人

の
専
ら
取
引
に
な

っ
て
し
凍
っ
た
O

三

荘

七
五



地

域

約
十
三
容

逝
.537
は
=
本

の発
効
紫

が
銀
接
し
た
1

め
綜
-
過
剰
卵

の
鹿
分
が
考

(
ら
れ
る
や
う

に
な
っ
て
き
た
と
同
時
に

､
支
那
卵
は
年

々
其

の
伯
が

苗
-
な
っ
て
き
た
か
ら
'
や
が
て
は
日
本

の
仲
卵
と
非
州
場
が
提
起
し

日
本
で
も
某
卵
工
菜
が
辿
る
･}
う
に
な
る
ら
し
い
､
し
か
し
日
本

の
卯

は
支
那
卵
よ
り
も
粒
が
大
き
-
て
卵
白

の
盤
が
比
校
的
多
す
ぎ
る
'
変

加
悦
あ
L
,
り
山
姥
卵
地
で
は
そ
ろ
-
＼
卯

む
工
場
を
計
宜
せ
ね
は
な
ら

ぬ
と
考

へ
る
｡
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【
問
】

シ
ア
ム

の資源

大
阪

で

生

【
答
】

ッ
ヤ
i
は
東
南
ア
ジ
十
に
於
け
る
唯

T
の
醜
立
切

で
あ
る
'

韻
ま
れ
た
型
班

な
逝
少
的

の
改

称
を
射
し
､
そ
り
薮
脚
は
港
だ
多

い
､

固
越

の
肺
炎
は
有
望

で
あ
る
｡

7
八
二
六
年
英
樹
と
泊
蹄
促
的
な
給
び
'
火
職
級
､
枚
洲
各
凶
､
ア

メ
-
カ
食
衆
鵬
及
日
本
等
十
二
ヶ
国
と
修
好
､
渦
蹄
航
佃

の
惟
約
を
締

糾
し
た
.
現
今
政

肘

空
荷
官
た
る
も
の
は
多
-
免
状

で
あ
っ
て
'
大
部

分
は
放
洲
や
北
米
で
敬
治
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
､
現
ブ
ラ
5,5
ヤ
ア
ヒ

肘
タ
〝
王
は
財
政
紫
紺
と
同
峰
に
商
紫
綬
沸
方

田
に
近
代
的
の

赴
舶
範

を

搬
り
r'
多
-
む
外
人
相
関
を
解
う
て
ゐ
る
｡

シ
ャ
ム
人

の
火
部
分
は
主
と
し
て
段
毅
を
行
ふ
､
全
人
口

叫
千
訴
人

小
八
官
約
人

ま
で
は
土
折

の
タ
イ
族

で
紋
串
自
ら

ヌ
ア
ン
ダ
イ

(･;
山

の
立
脚
J
L

い
ふ
,
雄
少
の
低

地
に
は
ヤ
>
I
人
が
ゐ
る
が
'
か
な
-

節
三
故

ニ

羊

K

七
大

同
地
し
て
シ
ャ
4
譜
を
川
ひ
る
｡

支
那
の
照
倍
が
こ
1
で
も
小
切
非
を
玄
配
し
､

シ
ャ
ム
の
錫
採
取
は

支
那
人
に
よ
っ
て
始
め

ら
れ
た
｡

牧
人
で
は
英
人
が
#
-
か
ら
約
勤
し
､
大
欄
業
は
英
人
の
手
に
あ
り

英
語
が
紙
用
す
る
'
甘
肺
パ
y
TL
･_h
ク
は
人
口
凹
十
潟
､
メ
ナ
ム
川
口

よ
り
二
十

哩の
上
流
に
あ
る
｡

釆
呼
Td
歩
農
作
物
で
あ
る
､
耕
作

の
時
季
は
徹
年
余
入
-

わ
古
式
に

ょ
る
儀
式
を
以
て
始
め
ら
れ
'
満
十

ケ
月
は
全
人
口
の
八
割

が
米
川
に

働
-
'
米
が
骨
食

で
あ
る
が
剰
億
も
多

い
か
ら
､
印
鑑
及
俳
伽
印
鑑
支

那
に
つ
い
で
他
罪
範
三
の
栄
的
地
図

で
あ
り
､
仙
非
生
産
料
の
約
五
分

を
産
し
､

こ
り
閥

の
輸
出

の
約
八
割
を
し
め
る
｡

最
近
'
南

方
に
於
け
る
証
前
掛
の
盤
晋
が
成
功
し
か
け
て
き
た
､
廿

爪
は
見
込
が
あ
る
が
盛

で
な
い
｡
籾
革
も

出
氷
る
が
支
那
や
ア
メ
-
カ

の
輸
入

灼

草
に
就
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
､
各
秤

の
熱
碍
鼎
班
も
多

い

低
地

シ
ャ
1･
は
他
界
で
の
錫

の
逃
産
地

で
あ
る
､
年

々
約
七
千
七
打

噸
卑
既
す
る
錫
銀

の
株
怨
が
百
五
十
溺
神
位
政
府
に
入
り
輸
出

の
第
二

枕
を
し
め
て
ゐ
る
O
北
方
森
林

の
チ
ー
ク
は
村
名
で
あ
る
が
､
革
産
地

伴

の
八
割
五
分
ま
で
は
､
欺
人

の
貯
=J
に
屈
し
て
し
ま
っ
た
｡
ス
チ
ッ

ク
ラ
タ
〃
も
亦
聴
林

の
副
産
物

で
あ
っ
て
､
印
鑑
に
つ
い
で
第
二

枚
に

あ
る
､
か
-
て
シ
ャ
ム
の
貿
易
は
火
織
以
後
十
五
ヶ
年
に
火
に
池
少
し

f
九
二
八
年
に
は

輸
出

f
低
二
千
甘
五
十
七
鵜
卯
に
上
り
輸
入
八
千
入

官
五
十
舶
州

に
超
し
た
｡


